
東通原子力発電所の補足調査期間の見直しについて
別 紙

 ＶＳＰ（Vertical Seismic Profiling）探査とは、地下構造を把握するための調査
方法の一つ。具体的には、震源車（振動装置を搭載した車両）を用いて、地表
で人工的に振動を発生させ、ボーリング孔内に伝わった振動を孔内に設置し
た地震計で観測することで、ボーリング孔周辺の地下構造について、より高精
度の解析が期待できる。

 通常の反射法地震探査（通常は地震計を地上に設置して振動を観測する）と
組み合わせることにより、さらに詳細な地下構造を把握することが可能。

 地質確認ボーリング（計３本）を対象としたVSP探査は９月末に終了予定。一
切山東方断層確認ボーリング（最深部（６００ｍ）まで掘削した１本）を対象とし
たVSP探査は１０月末までに終了予定。

１．調査位置 ２．補足調査のスケジュール(見直し後)

３．ＶＳＰ探査の概要

この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行
の20万分の1 地勢図を複製したものである。
（承認番号平25情複第808号）
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③ 一切山東方断層確認ボーリング

② 地質確認ボーリング

①

地表踏査・露頭調査

反射法地震探査(VSP探査を含む)

凡 例 当初計画 見直し後

（５ｍ間隔で設置）
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